
6広報せたな

姿
北
檜
山
幼
稚
園

　

幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
く
教
育

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
３
歳
か
ら
小

学
校
入
学
前
ま
で
の
児
童
）

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
７
５
４

姿
学
童
保
育
所

　

共
働
き
家
庭
等
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
全
区
に
お

い
て
保
育
時
間
の
延
長
を
す
る
と
と

も
に
、
土
曜
日
も
一
日
保
育
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

・
対
象
／
小
学
校
１
年
生
～
４
年
生

・
開
所
日
／
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日

・
保
育
時
間
／
下
校
時
か
ら
午
後
６

時
（
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間
は
午
前

８
時　

分
～
午
後
６
時
）

３０

・
保
育
料
／
月
額
六
千
円
（
一
家
庭

で
２
人
目
か
ら
三
千
五
百
円
）
※
減

免
制
度
あ
り

・
保
育
内
容
／
宿
題
・
読
書
・
ビ
デ

オ
鑑
賞
・
工
作
等
※
お
や
つ
別
途
負

担
で
あ
り

・
北
檜
山
学
童
保
育
所
（
北
檜
山
区
豊
岡
）

　

殺
０
１
３
７
・
８
６
・
０
１
５
７

・
瀬
棚
学
童
保
育
所
（
瀬
棚
区
本
町
）

　

殺
０
１
３
７
・
８
７
・
２
６
５
５

・
大
成
学
童
保
育
所
（
大
成
区
都
）

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
４
０
０
９

姿
教
育
相
談
電
話

　

い
じ
め
な
ど
の
相
談
を
電
話
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
子
ど

も
た
ち
の
生
活
の
様
子
で
気
が
か
り

な
こ
と
な
ど
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

・
相
談
員
／
三
浦
修
、
梅
川
志
美
雄

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
４
０
０
９

姿
昔
…
現
在
そ
し
て
未
来
へ
…

　

兄
弟
や
家
族
が
多
く
、
近
所
の
ふ

れ
あ
い
も
多
か
っ
た
頃
、
子
ど
も
は

家
族
や
地
域
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

は
、
少
子
化
が
進
み
核
家
族
の
増
加
、

共
働
き
の
一
般
化
な
ど
に
よ
り
、
家

族
だ
け
で
の
子
育
て
が
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
や
か
に
成
長

し
、
大
き
な
夢
を
持
ち
力
強
く
歩
も

う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

そ
し
て
子
育
て
す
る
親
の
育
児
に
対

す
る
負
担
・
不
安
や
心
配
を
取
り
除

け
る
よ
う
、
家
族
・
地
域
・
町
ぐ
る

み
で
安
心
し
て
生
み
・
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

先生インタビュー
（北檜山幼稚園）

　北檜山幼稚園では、「友だちと共

に育ち合い、心豊かに生活を広げ

ていく子どもの育成をめざして」の

研究主題の基に、人とかかわりな

がら、遊びを通して社会性や道徳

性を身につけて欲しいと願い、

日々保育をすすめています。

　集団生活において、教師との信

頼関係や友達の存在が大きな成長

へとつながりますが、いつも快い

ことばかりではありません。楽し

い、嬉しい、悲しい、悔しいなどの

感情体験をたくさん経験して、「生

きる力」を育むための援助や環境の

構成を工夫し、優しくたくましい心

を育てていきたいと考えています。

～私たちの大切な未来～

子育て支援 特
集
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　北海道財政は危機的な状況に
あり「財政立て直しプラン」の
もと、道道の維持管理につきま
しても作業内容の一部見直しや
コスト縮減に取り組んでいると
ころです。限られた予算のな
か、経費の節減など一層効率的
な維持管理に努めていきます
が、道民の皆さまにおかれまし
ても、ご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

道路の維持管理
に関するお願い

 ① 草刈りは年１回
　実施時期は、６月中旬頃を予
定しており、幅は舗装端より
５０cm程度です。

 ② 道路照明の消灯
　既存の道路照明であっても、
道路の利用状況等を勘案したな
かで消灯を実施しています。

 ③ 道路の樹木について
　老朽した危険な樹木や過度な
繁殖により維持するのが困難と
なった樹木等の間引き及び撤去
を進めています。

 ④ 舗装道路を汚さない
　農作業トラクターや工事現場
等からの車両が舗装道路に進入
する場合は車両のタイヤについ
た泥を落としてから進入してく
ださい。やむを得ず舗装道路を
汚した場合は、速やかに清掃す
るようお願いします。

 ⑤ 道路にゴミを捨てない

　空き缶、ペットボトル、タイ
ヤ、家電等を道路及び道路敷地
に投棄しないでください。

 ⑥ 道路を使用する場合

　家の新改築等に伴う足場等の
設置で一時的に道路を使用する
場合や車の出入りのための縁石
の切り下げを行う場合は、当所
への届出が必要です。なお歩道
等の道路敷地内には広告用のぼ
り、看板等の設置はできません。

 ⑦ 道路情報の提供協力
　道路を走行中、異常を発見し
た場合は、当初まで情報の提供
をお願いします。

問い合わせ先
函館土木現業所

今金出張所施設保全室
殺０１３７-８２-０３０９


